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オニ11霧

午1II19持から1EL千二まて>81催、
機臼{立門をMi郎、たします
のですてられません

骨宝寺!fl

…自主家艇の湿な事費消i立100
Mまで無料て'すが、総裁が
室主綴して投李総するまを用法有

宇tc-す。

1.燃えるゴミ l立
容を2峠 22 64 

手託子晶子タサーンセンター

{じん苦手燐来1)場)
2.燃えないもの、又i止平家主菩
となるゴミ、粗大ゴミは

お総i支持建前湿気治

絡震建

まま長主E長4見

料)(無入袋紙

}j・水・li!:

火・木・土

23~-59号線、吉3. 94号線

湖北会7ア!3

し、当日午前日雲寺30分まぞlこ応
い。(必ミらずその日町総i工的して下l'

(2 )収集EliJ'祭段、休包に漁った場合は、次主導ま

保管しij文総B以外i本土品きないで下きい。
(3 )ヱプミ後i主丈夫な紙袋をf型賎し、骨文言Lしないように談窓
L、主義練所腎ti丘町家庭lこi主主芸をかけないようにして下寺

(4 ) 

141:l . 2普ヨ

@主主意
( 1 i必らず袋入かダンポ ル箔入れにし関包して下きい。
1;1'ら寺舎は後iるにJii:倹ですし、収集総等さが低下するのて
特にごf品t;~ドきい@

(宮}収集場所i主、ステ…シ匁ンお紋のあるところにその問的

事i!j8粋30分まそ仁会話したも内{二凝りまれそ的日以外又
は宅収事長した後には俗さないようにご主主意下きいお

(3 )収幾日がi本説、終日号撃に当った場合i主、ヨ翌日収集いた
します。

1-22号t車

6 

l'燃物、ピニ…)"、プラスチァ

なるゴミ誌、総主ぜに:箆入しないようにし
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::正義4車設
;HG月
一号 、 。人
lニ症は
しili:
てに 1')， 
下線外
きし ;ニ

ハ
ッ
シ
ュ
ド
‘
ピ
I
フ
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ス

〈
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
)

料理講産金子奨代能先生

@
紬
市
田
E
排出揃開制惜

大
筋
岐
に
あ
る
怜
絞
め
終
衡

が
低
下
し
て
、
問
時
品
川
辺
滋
が
惑

〈
な
っ
て
い
る
持
、
大
同
時
下
節

約
大
燃
が
庶
務
に
進
み
、
同
ド
ぷ

は
お
こ
み
が
、
州
制
女
を
と
ら
な

か
っ
た
り
、
誌
が
少
い
と
、
樹
九

窓
を
践
と
な
く
な
り
、
問
が
側

、
別
問
け
を
痛
め
ま
す
。

食
間
関
療
法

冷
た
い
牛
乳
を
本
欽
み
、

一
一
待
問
後
に
脳
内
む
が
お
こ
ん
を

い
吟
に
は
、

75，
、
一
一
本
的
せ
乳

合
浅
加
し
て
下
さ
い
わ

際
紛
殿
山
川
、
絡
を
制
判
依
し
ま

ハ
ヅ
シ
ふ
と
は
簿
切
り
の
こ

と
で
ハ
ァ
ン
ュ
ド
ピ

i
フ
は
簿

…
怒
り
シ
チ
ュ
ー
で
す
a

↑
ご
飯
だ
け
柄
、
な
〈
、
パ
ン
や

一
ス
パ
ゲ
テ
ィ
に
も
ん
W

い
ま
す
。

一

菌

作

り

方

一
必
小
麦
粉
と
泌
を
ま
ぜ
て
火
に

じ
一
か
け
色
づ
く
ま
で
妙
め
、
か
っ

間

一

色

町

ル

i
を
街
げ
る
a

ん仇Mヌどング

務
副
削
に
ス

l
ブ
、
ケ
チ
ャ

ウ
ス
タ
i
ソ
i
ス
、
同
月
仲
村
マ
出
剖
の

識
を
入
れ
て
緩
め
①
の
ル
ー
を

仰
は
し
ブ
フ
ウ
ン
ソ
t

ス
合
作

。
λ
w
 

す
。
一

1
乳
・
ク

u
q
l
ム
・

Mm

物
川
端
・
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
・
パ
タ
〉

級
品
開
川
町
総
維
は
、
法
化
さ
れ

も
い
の
で
、
大
同
h
m
u
且
を
併
し
、

大
勝
を
料
品
制
L
、
畑
地
品
別
を
従
し

ま
す
。
(
ぷ
品
4

・
変
絞
・
そ
ば
・

生
野
菜
・
ご
ほ
う
・
一
三
溺
)

。
鐙
れ
ん
糾
出
掛
世
秘

明
間
総
峰
山
大
削
村
山
也
候
鮮
で
‘
心

身
医
学
約
な
治
山
械
が
、
金
泳
と

な
り
ま
す
。

括
判
便
利
問
的
務
総
に
入
る
が
、

食
困
問
機
法
は
反
対
で
す
防

冷
た
い
も
の
、
ぬ
げ
も
の
宅

川
阿
川
識
の
多
い
食
物
な
ど
は
さ
け
ち

品
月
切
り
に
し
て
水
洗
い
す
る
。

ゆ
フ
ラ

4
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
消
火

2
を
熱
し
、
午
市
内
と
排
他
茸
を
品
則

的
市
内
が
也
〈
な
っ
た
ら
綴
、
ニ

し
ょ
、
ヲ
、
滋
を
ふ
り
入
れ
令
的

拙
桝
に
被
え
る
a

③
肉
を
泊
め
た
あ
と
の
フ
ラ
イ

パ
ン
に
波
大
ー
を
郎
、
ぇ
‘

γ
お
ネ

ギ
を
よ
く
M
M
め
、
人
券
、
水
気

を
切
っ
た
と
や
が
駒
子
と
共
に

②
的
鈎
仁
加
え
、
芋
が
や
わ

ら
か
く
な
る
ま
ぐ
煮
て
終
小

1
・
化
学
紛
味
料
小
、
総
告
と

と
の
え
る
。

勢
丹
益
闘
の
禁
を
絞
り
ド
~
L、

段
い
ご
絞
め
績
に
絞
っ
、
熱

湯
を
滅
し
た
グ
ワ
ー
ン
ピ
l

え
を
放
ら
し
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
サ
ラ
ダ

プ
ロ
ァ
コ
リ
ー
は
V
L

夕
、
、
ン

A
的
多
い
M
M
黄
島
い
酔
目
茶
で
す
。

ド
レ
ヴ
シ
ン
ク
、

7

3
ネ

ズ

円
お
機
い
な
方
仲
間
俳
み
そ
な
ど

召
し
と
っ
て
下
さ
い
。

関
作

1) 

ヌy

mwワ
U

Y

コ
リ
}
は
滋
水
で
抽
出

い
、
よ
く
鴻
と
う
し
て
い
る
潟

で
申
守
あ
げ
る
。

塩
を
ふ
り
一
千
昧
を
つ
け
て
お

地W
ト
マ
ト
は
汲
む
き
に
、
山
ほ
と

時
期
を
と
り
A
T
h
E
品
砲
火
に
切
る
E

高
一
ネ
ギ
は
み
じ
ん
切
り
に
し

て
、
水
に
き
ら
ず
の

盗
、
隊
、
ザ
ラ
ダ
出
削
で
ト
レ

ッ
シ
ン
グ
吾
作
り
ト
?
卜
、
さ

ら
し
ぷ
ネ
年
金
加
え
ラ
ピ
コ

y

ト
ソ
ー
ス
を
作
句
会
。

市
明
坂
で
で
州
怖
を
し
た
ブ
ロ
ソ

oht-
つ
ど
ん
を
、
f
交
と
し
て
、

定
…
的
特
刊
を
少
な
く
し
て
、
行4
た

り
、
ゆ
で
た
リ
し
て
ん
比
べ
て
下

い
a

川叩叫附ぷ♂

11盟強/
さ?ン ζ長…'ý~'j晶

fz: ぷ~:S~
Zく少年野まま〉

コ
リ
i
に
糾
師
、
サ
ラ
ダ
泊
を

か
け
本
気
を
切
り
.
レ
タ
ス

を
あ
し
ち
っ
た
緩
い
盛
り
喝

上
か
ら
品
憎
め
ソ
ー
ス
を
か
け

る
o

p

フ
ロ
ノ
コ
}
ー
は
包
寺
め

て
か
ら
w

怖
を
か
け
る
〉

平
川
秀
子
ち
ゃ
ん

(
訓
尚
北
小
)

、
主
義

1
V

等

E

P
1

ィ
ア

ン
ソ
が
、
ク
リ
!
ン
の
ユ
エ
ホ

i
ム
も
新
た
に
、
ザ

e

7

2
口

ー
ズ
と
な
り
(
ま
し
た
c

院
判
官
丹
治
政
夫
さ
ん
〈
滋
北

ム
口
七
ー
だ
一
l
一…
h
i
二〈
u
r
A
)

的
鈴
日
販
に
は
、
各
大
会
で
内
総

織
を
た
た
え
た
怪
総
力
y
ブ
や

ト
ロ
ツ
J

が
投
ん
て
い
ま
す
。

汁
治
さ
ん
に
応
い
ら
れ
た
マ

ミ
U
i
丈
は
、
織
作
品
山
口
隊
小
学

校
の
一
年
か
ら
五
年
生
ま
で
の

野
総
中
年
一
二
十
お
で
織
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

レ
キ
ェ
ラ
j

同
派
・
五
年
魚

川
川
、
シ
ア
イ
ア
ン
ツ
待
作
っ
た

交
札
制
を
け
が
す
ま
い
と
÷
魚
崎
い

命
た
。下
級
生
は
、
レ
ギ
ル
ラ
に

主
る
汀
を
初
出
V
H
凡
て
、
比
叶
榊
町
州
部
省

じ
あ
け
〈
れ
て
い
ま
す
a

ム
だ
け
に

い
が
、
み
ん
な

野
球
が
好
き
で
好
き
で
た
ま
ら

な
い
、
そ
ん
な
子
ど
も
ど
ち
ば

か
り
で
、
線
増
田
町
始
d
ゆる一一一十

分
J
U
A
引
か
ら
グ
ラ
ン
ド
に
姿
を

捻
せ
る
の
ぷ
討
↑
松
市
棋
に
粂
つ
て
は
い
け

な
い
は
↓
キ
伊

γ
チ
ポ

i
ん
は

危
険
灯
。
寸
:
:
こ
れ
で
は
、
今

的
子
ど
も
た
ち
は
、
何
を
紙
い

仰
に
す
る

λ
だ
ろ
う
か
v

二

チ

i
ム
九
人
で
行
う
努

山
地
?
を
激
し
て
、
制
刊
を
学
ん
で
ほ

し
い
己
と
一
致
る
丹
治
さ

ι。

側
同
地
逮
滅
的
春
開
矧
心
人
会
も
い

よ
い
よ
鈴
ま
り
毛
水
持
出
L
の
吹

〈
グ
ラ
ン
ド
で
総
帥
尚
し
た
成
果

を
ぬ
間
押
す
る
時
が
来
た
と
、
ハ

γ

ス
ル
し
て
い
ま
す
。

地
開
閉
口
保
明
が
少
な
い
と
い
?
悩

み
を
交
際
し
て
、
今
年
も
純
然

マ
ミ

α
i
ズ
は
、
治
開
眼
す
る
で

し
ょ
う
。
ガ
ン
パ
レ
/
ザ
ミ
ロ

ー
ズ
の

中
野
震
災
吋
ず
ち
ゃ
ん

〈
川
崎
記
小
山

わ

没
、
手
広
4
す

W

1

約
四
克
刊
事
れ
ま
し
た
。

同

ど

も

い

こ

れ

中

市

内

の

ぷ

小

学

校

的

綴

立

援

川
ま
で
の
業
協
欄
を
と
り
あ
げ
終
結
十
世
紀
念
し
た
校
史
綴
さ
ん
港
・

州
筏
し
て
み
ま

?α

裁
の
成
制
地
も
み
的
が
せ
ま
ぜ
ん
。

蜘
大
五
九
年
、
会
尚
国
で
前
一
村
ぷ
科
孫
子
終
了
小
学
校
百
年
出
拡
h

叩
総
が
議
ん
に
出
版
き
れ
た
雨
明
、
(
将
校
剖
出
窓
夜
間
年
制
悦
開
H
協
繁

問
問
湖
北
村
か
ん
凶
年
め
歳
月
会
発
一
行
、
開
間
十
八
年
制
内
V
O

句布

川
を
費
し
て
、
中
・
脱
出
治
務
校
開
問
、
後
小
学
校
総
校
一
際
年
史
恥
(
開
閉

山
管
芥
粧
品
ふ
防
相
畑
町
崎
階
北
村
総
』
伸
明
資
年
史
悩
欄
議
黍
附
民
会
様
、
凶

が
訓
刊
行
さ
れ
れ
ま
し
た
e

十
八
ネ
刊
)
。
勾
湖
北
小
百
年

…

語

十

年

、

布

告

室

長

〈

豊

百

芸

書

芸

叩
問
は
日
悩
ぬ
の
ひ
と
つ
と
し
て
発
行
、
開
閉
十
九
年
刊
〉
匂

備
前
段
研
究
会
を
銀
総
し
て
、
そ
的
総
に
教
育
分
齢
制
で
拭
‘

町
一
年
後
に
小
肌
開
子
三
知
伎
町
小
学
暗
中
低
学
年
e
府
内
け
の
仏
札
会
科

附

芸

を

発

行

し

ま

し

た

益

…

議

運

4
閣
議
議
麗
欝
調
護
霊

山
絞
殺
時
期
予
防
で
は
、
大
}
比
一
綴
ヘ
九
段
儀
際
駒
鰭
議

叫

八

年

、

反

認

作

成

の

計

綴

勺

7
然

襲

飯

島

晦

幅

醐

仰
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
折
、
河
州
議
録
験
鑓
翻
蹴
鍛
隠
晦
綴
醐
醐

n

A

H
鋒
一
一
一
郎
氏
の
と
こ
ろ
に
各
町
繍
麟
騨
麟
購
購
麟
職

問
符
認
の
奈
が
築
め
ら
れ
た
」
鴨
川
J
J
J嬬
馨
髄
鶴
鶴
灘
鱒

川

(
1

つ

一

一

γ鱒
鱒
鶴
灘
警
轟

霊
室
長
中
、
立
議
¥
寸
百
件
1

轍

叫
に
わ
た
り
料
開
け
ら
れ
た
よ
う
総
際
紛
い
亀
ふ
白
闘
険
機
機
麟
際

一
同
窃

…
鱒
土
史
あ
れ
こ
れ

問
で
す
が
、
尚
一
次
的
死
去
と
州
問
創
刊
説
本
で
あ
る
『
わ
た
し
た
ち

一
家
的
転
校
で
康
総
と
資
料
は
め
伐
孫
子

F
(街
校
会
制
革

開
飲
炎
し
た
よ
う
で
す
。

H

幻
読
本
勢
覧
会
総
)
が
絡
げ
ら
れ

川
的
殺
綿
子
湾
総
η

と

い

わ

れ

ま

す
g

判
る
べ
き
も
の
で
し
ょ
う
。
以
上
、
こ
れ
ま
で
刊
行
き
れ

山
峨
還
に
な
る
と
、
十
年
余
た
も
め
を
丞
叫
し
て
み
ま
し
た
a

酬
の
市
内
円
安
筑
携
の
総
長
と
ほ
か
に
も
苛
京
協
凸
岡
部
総
』
金

川
研
究
的
像
祭
を
も
と
に
し
て
、
ど
の
滋
総
務
や
も
や
人
化
財
の
総

吋
綴
ト
間
四
年

q
品
刊
日
判
示
自
陣
引
附
叶
』
台
数
が
あ
り
ま
す
が
判
川
愛
し
ま

(
京
大

4
4山
内
十
時
削
究
山
南
制
対
す
。

川
野
救
お
討
委
員
会
山
内
)
が
刊
行
お
わ
り
に
、
酬
明
定
、
手
に
い

…
き
れ
ま
し
た
c

れ
る
こ
止
が
で
き
る
も
の
を
偽

ニ
の
附
明
か
ら
、
市
内
的
餓
げ
て
み
ま
す
b

q

我
孫
子
古
検

問
九
や
併
発
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
肘
叶
」
は
翁
教
訓
日
議
員
会
に
絞
干

川
発
刊
が
総
ま
り
ま
す
。
ア
為
的
こ
っ
て
い
ま
す

c

q湖
北
村

…
。
こ
む
か
し
む
か
し
‘
(
内
総
恥
(
復
制
的
…
脱
)
、
司
会
的
ぴ
こ
燃

川
以
治
被
ペ
何
十
。
一
年
同
門
)
。
土
制
叫
船
、
ふ
る
き
と
あ
ぴ
こ
h

m

そ
両
政
一
訂
版
句
会
的
ぴ
唱
旬
以
k

は
ふ
市
内
約
書
出
納
C
求
め
る
こ
と

川
紀
』
{
川
門
十
七
年
刊
}
。
が
で
き
る
よ
つ
で
字
。

Z
B
I
K
O
l
i九
我
孫
子

1
)

吋
ふ
る
き
と
あ
び

仰
を
級
品
ι

~

小

山

鼎

勝

夫

符

)

ニ

ね

一

一

0
0
ペ
ー
ジ

明

ァ

h

る
う
左
あ
ぴ
ニ
』
へ
山
中
〈
+
市
巾
に
か
制
さ
ん
μ
会

町
村
銭
円
。
川
門
ト
八
与
刊
-
が

7 



昨
ヰ
浅
川
刊
灼
て
州
問
冷
し
た
一
必

し
好
大
や
は
、
参
加
柑
私
引
の
は
主
ん

ど
の
万
々
に
N
W

け
ん
で
い
た
万
品

川
月
一
川
内
学
科
の
け
れ
告
討
を
い
比

A

A

A

く
し
て
山
M
J

て
い
た
だ
い
れ
~
よ

F'ト
一

う

?

す

。

制
沼
山
門
…
制
二
務
例
代
に
お
こ
た
え

1
、
治

ま
量
P

ゐ
ム
浴
中
い
を
銀
協
い
た
し
ま
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